
  

   平成 25年 2月藤沢市議会定例会 記者会見資料 
 

 郷土愛あふれる藤沢をめざして！ 

 実感！共感！存在感！ 
～平成 25年 2月議案・当初予算等の概要～ 

 

平成２５年度は、５つのビジョンに基づく「郷土愛あふれる藤沢」を具現化するために、 

「実感」「共感」「存在感」をテーマとして市政運営に取り組み、これらを繋ぐ合言葉を 

「高める」としてまいります！ 

 
 

  

 

   
 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年（平成 25 年）2 月 12 日 

「存在感」を高める！ 
・藤沢の価値を再認識し、価値を向

上させるシティープロモーション

の推進など、重点政策を支える組

織、手段などの実現によって藤沢

の素晴らしさを育み、存在感を高

めます。 

「共感」を高める！ 
・行政と市民をはじめ多様な主体が互

いに理解し合う事によるマルチパ

ートナーシップによる共感を高め

るため、市民の視点による組織改

正、新たな市民参画の推進、新・行

財政改革を推進し、共感を高めま

す！ 
 

「実感」を高める！ 
・多様化、複雑化する市民ニーズに対応する行政の役割や責任を再度認識し、市民生 

活の安全・安心をはじめとする暮らしやすさの実感を７つの重点政策で高めます。 
重点政策１「地域経済を循環させる」地域産業の発展と市の活力再生がなされているという実感！ 

重点政策２「子どもたちを守り育てる」子どもたちが健やかに育っているという実感！ 

重点政策３「豊かな環境を創る」豊かな自然と環境が守られ、創られているという実感！ 

重点政策４「文化・スポーツに親しむ」市民一人ひとりが身近に文化・スポーツを楽しめるという実感！ 

   重点政策５「市民が元気になる」福祉の充実、健康増進から安心して健やかに暮らせるという実感！ 

   重点政策６「都市基盤を充実する」市民にとっても安全・快適で便利であるという実感！ 

     重点政策７「災害に備える」災害への不安がなく、安心して暮らせるという実感！ 



実感を高める７つの重点政策 
 

重点政策１ 地域経済を循環させる 

● 市内産業の活性化を目的に、新たな手法として「ふじさわ元気バザール」を試行的

に開催するための経費                                         4,500千円 

 ● 市内施工業者による住宅リフォームに対する助成を開始          15,672千円 

 ● 中小企業の資金繰りを支援するため、借換資金としても利用できるように制度を 

拡充                                                      455,000千円 

  ● 老朽化した稚児ヶ淵レストハウスの改修に向け、船着き場や歩道の整備などを実施 

                                                               46,348千円 

 ● 従来の観光パンフレットを整理統合し、新たに旅行情報誌のブランド力を活かした 

   観光パンフレットの作成をはじめとした誘客宣伝事業        33,128千円 

 

重点政策２ 子どもたちを守り育む 

● 神奈川県の認定保育施設制度と同等の認定基準を満たしている認可外保育施設を、 

新たに藤沢型認定保育施設として認定し助成                   19,425千円 

● 保育所の新設により、平成２５年度中に保育所の定員を２３０人拡大 

1,503,021千円 

● 若年層の就労支援を推進するため、新たに「（仮称）若者しごと応援塾」を開設 

19,857千円 

 ● 就学援助における申請手続きの簡素化や学齢簿の教育委員会での一元管理を図る

ための学齢簿・就学援助システムを導入するとともに、中学校・白浜養護学校に校

務支援システムを導入                       7,467千円 

 ● 特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対し、学校生活や宿泊行事等における介

助や支援を更に充実させるため、介助員の派遣時間数を拡充     58,249千円 

   

重点政策３ 豊かな環境を創る 

● 緑の広場における家庭菜園に替わり、新たな法律に基づく市民農園を開設 

                                                              14,989千円 

● エネファームの設置に対する補助を新設するとともに、電気自動車の導入、住宅用

太陽光発電システム設置補助を継続して実施                   42,910千円 

● 防犯灯の新規設置、補修交換分の補助対象をＬＥＤ灯に変更      39,160千円 

● 市内４箇所目となる路上喫煙禁止区域として、新たに辻堂駅南口周辺を指定 

                                                               18,189千円 

※主な新規事業を中心に掲載しています。 



  ● 平成２５年度から稼働する（仮称）藤沢市リサイクルセンターの建設工事及び運営

に要する経費など                                          926,215千円 

 

重点政策４ 文化・スポーツに親しむ 

● 県からの移譲を受け、市内に事務所を有するＮＰＯ法人の設立認証事務等を開始 

237千円 

● 六会市民センター（公民館）、北消防署六会出張所の解体設計、新築設計委託、 

仮設庁舎賃借料など                            159,107千円 

● 平成２６年度に開催予定の第２７回東海道シンポジウム藤沢宿大会に向け、プレイ

ベントを開催、さらに、東海道旧藤沢宿の案内サインの設置に向けた検討 

10,240千円 

● 葛原スポーツ広場野球場の２面化整備に向けた現況測量      7,014千円 

● 郷土愛あふれる藤沢づくりを進めるため、藤沢市文化団体連合会加盟団体が行う次

世代育成事業や郷土文化拡充事業等に対する補助                 1,752千円 

 

重点政策５ 市民が元気になる 

● 生きがい福祉センターの老朽化等に伴う建て替えに向けた測量、地質調査、設計に 

係る経費                           42,777千円 

● 新たに法人後見を開始するふじさわあんしんセンター（藤沢市社会福祉協議会）に 

対する補助                                                 33,176千円 

● 要介護高齢者に対する歯科診療を新たに南部診療所（口腔保健センター）において

も実施                                     14,574千円 

● 高度化する救急業務に対応するため、救急救命士等の研修体制の拡充と重症患者へ

のより適切な処置を可能とする救急ワークステーションを設置  101,251千円 

● 江ノ電鵠沼駅の利用環境を改善し、移動の円滑化を図るため、鉄道事業者が行う 

エレベーター設置に対する補助                              16,666千円 

 

重点政策６ 都市基盤を充実する 

● 藤沢駅周辺地区再整備構想・基本計画の実現に向けたまちづくり方針案及び駅街区

改良等の検討、藤沢駅北口通り線街路築造工事等の実施        265,941千円 

● 健康と文化の森地区の市街化区域編入に関する検討及びまちづくり基本構想等の

策定、健康の森の再生に向け、新たに市民活動団体等に対する助成 15,000千円 

● 長後駅西口駅前広場の拡張工事、都市計画道路高倉下長後線の整備に向けた現況、

縦横断測量の実施                                          150,565千円 



● 耐震性の強化と長寿命化をめざし、津波避難対策として山本橋等の耐震設計委託、

日の出橋の改修設計と高倉人道橋等の整備                    126,000千円 

 ○ 自転車利用環境の整備に向けた「自転車利用環境整備計画」を策定 

 

重点政策７ 災害に備える 

○ 防災危機管理室を創設し、地震津波対策、風水害対策、都市災害対策、災害時にお

ける業務継続計画の整備拡充 

● 片瀬山地区の災害時避難施設への避難経路となりうる路線に接する急傾斜地の防

護対策工事の必要箇所に関する調査               3,800千円 

● 西浜公園の防災機能強化と改修のための基本計画の策定           9,870千円 

  ● 地域の特性に即した適切な避難などの情報を提供する「ふじさわ防災ナビ」の構築、

防災資機材、横断幕等の整備                                76,341千円 

● 津波からの一時避難場所の拡充に向けた取り組みとして、鵠沼市民センターの耐震

診断の業務委託及び市営鵠沼住宅の津波対策調査業務委託の実施  6,085千円 
 

共感を高める政策 
○ 市民の視点による組織改正 

○ 市民と行政とのマルチパートナーシップの強化と新たな市民参画の推進 

○ 新・行財政改革の推進 
 

存在感を高める政策 
○ 藤沢の価値を向上させるシティープロモーションの推進 

○ 重点政策を支える組織、手段などの実現 
 

 

 

国における緊急経済対策の補正を踏まえ、平成２５年度当初予算で予定していた事業

の一部を平成２４年度補正予算に組み替え、平成２４年度予算への前倒し分と平成２５

年度予算を一体的に切れ目のない執行を行っていく予定です。 
 

 

 

   【問い合わせ先】 

財政課 林  内線 2301 ・ 秘書課 井出 内線 2110 ・ 広報課 板垣 内線 2120 


